
平成26年度授業シラバスの詳細内容平成26年度授業シラバスの詳細内容平成26年度授業シラバスの詳細内容平成26年度授業シラバスの詳細内容

授業コード授業コード授業コード授業コード E013201

科目ナンバリン科目ナンバリン科目ナンバリン科目ナンバリン

グコードグコードグコードグコード

E30204E30204E30204E30204

第第第第 1111 週週週週 ：：：： 予習：必要なし

第第第第 2222 週週週週 ：：：：

第第第第 3333 週週週週 ：：：：

第第第第 4444 週週週週 ：：：：

第第第第 5555 週週週週 ：：：：

第第第第 6666 週週週週 ：：：：

第第第第 7777 週週週週 ：：：：

第第第第 8888 週週週週 ：：：：

第第第第 9999 週週週週 ：：：：

第第第第10101010週週週週：：：：

第第第第11111111週週週週：：：：

奥田　憲昭奥田　憲昭奥田　憲昭奥田　憲昭

１．サイモン理論の方法論的基礎　２．組織影響力の理論　３．サイモンの意思決定論 頁を読んでおく。復習：もう一

度教科書を繰り返し読む。

リーダーシップ論リーダーシップ論リーダーシップ論リーダーシップ論 予習：教科書第10章136頁～

組織の理論２－ヴェーバー組織論組織の理論２－ヴェーバー組織論組織の理論２－ヴェーバー組織論組織の理論２－ヴェーバー組織論 予習：教科書第4章47頁～

１．組織論としてのヴェーバー官僚制論　２．近代官僚制の特徴、３．近代官僚制成立の

基盤、４．支配の3類型

59頁を読んでおく。復習：繰り

返し教科書を読む。

組織の理論３－サイモンの組織論組織の理論３－サイモンの組織論組織の理論３－サイモンの組織論組織の理論３－サイモンの組織論 予習：教科書第7章87頁～106

頁

課題報告　数名 を調べる。興味のある会社の

組織を調べる。

組織の理論１-レスリスバーガーの組織論組織の理論１-レスリスバーガーの組織論組織の理論１-レスリスバーガーの組織論組織の理論１-レスリスバーガーの組織論 予習：教科書第3章34頁～45

第３章レスリスバーガーの組織論　１．ホーソン実験と人間関係論、２．レスリスバーガー

の人間関係論

頁を読んでおく。復習：繰り返

し教科書を読む。

日本企業の会社組織日本企業の会社組織日本企業の会社組織日本企業の会社組織 予習（宿題）：日本の企業組織

課題報告　数名 を調べる。興味のある会社の

組織を調べる。

日本企業の会社組織日本企業の会社組織日本企業の会社組織日本企業の会社組織 予習（宿題）：日本の企業組織

３．国際的な経営組織、①地域別事業部制組織、②地域統括本社制調べた会社組織の

報告（数名）　課題報告日本企業の会社組織について

を読んでおく。復習：繰り返し

教科書を読む。

日本企業の会社組織日本企業の会社組織日本企業の会社組織日本企業の会社組織 予習（宿題）：日本の企業組織

課題　日本企業の会社組織を調べる　事例　トヨタ自動車株式会社 を調べる。興味のある会社の

組織を調べる。

第２章　経営組織の基本形態第２章　経営組織の基本形態第２章　経営組織の基本形態第２章　経営組織の基本形態 予習：教科書第2章16頁～26頁

１．経営組織の基本設計　①職能別組織、②事業部制組織、２．進化した経営組織　①

マトリクス組織、②フロント・バック組織

を読んでおく。復習：繰り返

し教科書を読む。

第２章　経営組織の基本形態第２章　経営組織の基本形態第２章　経営組織の基本形態第２章　経営組織の基本形態 予習：教科書第2章28頁～31頁

第１章 集団と組織第１章 集団と組織第１章 集団と組織第１章 集団と組織 予習：教科書第1章1０頁～15

４．経営組織の概念　５．経営形態の発展、５．組織の機能分化 頁を読んでおく。復習：教科書

及び講義ノートを読む。

復習：授業で作成したノートで

復習する

第１章 集団と組織第１章 集団と組織第１章 集団と組織第１章 集団と組織

授業の進め方、1．人間と社会、2．集団と組織、３．社会の近代化と現代化

授業の目的授業の目的授業の目的授業の目的 経営組織の基本から組織論の生成と発展、組織論の近年の動向を理解することを目的とする。

授業の概要授業の概要授業の概要授業の概要

教科書として『現代経営組織論の基礎』を用いて授業を行う。授業内容は、Ⅰ部：組織の基本、

Ⅱ部：組織論の生成と発展、Ⅲ部：組織論の分化と深化、Ⅳ部：組織論の新しい動向となってい

る。

○授業計画○授業計画○授業計画○授業計画

学修内容学修内容学修内容学修内容 学修課題（予習・復習）学修課題（予習・復習）学修課題（予習・復習）学修課題（予習・復習）

教科書教科書教科書教科書 現代経営組織論の基礎　佐久間信夫・坪井純一編著(学文社）

参考文献及び指定参考文献及び指定参考文献及び指定参考文献及び指定

図書図書図書図書

松崎和久編著（2006）『現代組織』（マネジメント基本全集９）学文社、

岸田民樹『現代経営組織論』有斐閣

関連科目関連科目関連科目関連科目 企業形態論A、中小企業論A

単位数単位数単位数単位数 2.02.02.02.0

履修上の注意また履修上の注意また履修上の注意また履修上の注意また

は履修条件は履修条件は履修条件は履修条件

受講心得受講心得受講心得受講心得

講義をよく聞くとともに、教科書を用いて予習・復習を行い、なんども反復学習を行うこと。私語

は禁止する。

科目名（英）科目名（英）科目名（英）科目名（英） 経営組織論A経営組織論A経営組織論A経営組織論A

担当教員名担当教員名担当教員名担当教員名

配当学年配当学年配当学年配当学年 3年生3年生3年生3年生 開講期開講期開講期開講期 前期前期前期前期

必修・選択区分必修・選択区分必修・選択区分必修・選択区分 選択選択選択選択



第第第第12121212週週週週：：：：

第第第第13131313週週週週：：：：

第第第第14141414週週週週：：：：

第第第第15151515週週週週：：：：

第第第第16161616週週週週：：：：

【知識・理解】【知識・理解】【知識・理解】【知識・理解】 講義で取り上げた内容を理解する。

【技能・表現・コミュニ【技能・表現・コミュニ【技能・表現・コミュニ【技能・表現・コミュニ

ケーション】ケーション】ケーション】ケーション】

　　　　

【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】

「アクティブ・ラーニング科目」

備考備考備考備考

○単位を修得するために達成すべき到達目標○単位を修得するために達成すべき到達目標○単位を修得するために達成すべき到達目標○単位を修得するために達成すべき到達目標

【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】 教科書で予習をし、講義をよく聞き、復習をする。

授業の運営方法授業の運営方法授業の運営方法授業の運営方法

（１）授業の形式（１）授業の形式（１）授業の形式（１）授業の形式 「講義形式」

（２）複数担当の場合の方式（２）複数担当の場合の方式（２）複数担当の場合の方式（２）複数担当の場合の方式

（３）アクティブ・ラーニング（３）アクティブ・ラーニング（３）アクティブ・ラーニング（３）アクティブ・ラーニング

試験について解説試験について解説試験について解説試験について解説 出題範囲の試験勉強をしてお

くこと

教科書の出題範囲について　評価方法について こと。

期末試験期末試験期末試験期末試験

１．株式会社の機関設計の多様化、２．監査役会設置会社、３．取締役会の問題点と改

革等について学修する。

240頁を読んでおく。復習：繰り

返し教科書を読む。

社会的企業論社会的企業論社会的企業論社会的企業論 予習：教科書第1７章２４１頁

～

１．社会的企業とはなにか、２．社会的企業の組織形態、３．社会的企業の事例、４．

ソーシャル・アントレプレナーの役割

2５３頁を読んでおく。復習：繰

り返し教科書を読む。

組織文化論組織文化論組織文化論組織文化論 予習：配布されたプリントを読

んで

１．組織文化とは、２．組織文化としての日本的経営論、３．日本的経営の特色、４．日

本的経営の変化について学修する。

んでおく。復習：プリントを繰り

返し読む。

コーポレート・ガバナンス論コーポレート・ガバナンス論コーポレート・ガバナンス論コーポレート・ガバナンス論 予習：教科書第1６章２２５頁

～

１．リーダーシップとは何か　２．初期のアプローチ　３．リーダーシップの交換理論と認

知的アプローチ　４．変革的リーダーシップ

１5０頁を読んでおく。復習：講

義ノートを見直す。



合計欄 100点

発表・その他発表・その他発表・その他発表・その他

（無形成果）（無形成果）（無形成果）（無形成果）

（「人間力」について）（「人間力」について）（「人間力」について）（「人間力」について）

※以上の観点に、「こころの力」（自己の能力を最大限に発揮するとともに、「自分自身」「他者」「自然」「文化」等との望ましい関係

を築き、人格の向上を目指す能力）と「職業能力」（職業観、読解力、論理的思考、表現能力など、産業界の一員となり地域・社会

に貢献するために必要な能力）を加えた能力が「人間力」です。

○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安

成績評価方法成績評価方法成績評価方法成績評価方法 出席・報告（課題レポート）・期末試験で総合的に評価する。

【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】

※「考え抜く力」を含む。

【知識・理解】【知識・理解】【知識・理解】【知識・理解】

※「専門能力〈知識の獲得〉」を含

む。

50点50点50点50点

到達目標の各観点と成績評

価方法の関係および配点

期末試験・中間確認等期末試験・中間確認等期末試験・中間確認等期末試験・中間確認等

（テスト）（テスト）（テスト）（テスト）

レポート・作品等レポート・作品等レポート・作品等レポート・作品等

（提出物）（提出物）（提出物）（提出物）

発表・その他発表・その他発表・その他発表・その他

（無形成果）（無形成果）（無形成果）（無形成果）

レポート・作品等レポート・作品等レポート・作品等レポート・作品等

（提出物）（提出物）（提出物）（提出物）

課題レポートの提出

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】

※「専門能力〈知識の活用〉」「チーム

で働く力」「前に踏み出す力」を含

む。

    

○成績評価基準（合計100点）○成績評価基準（合計100点）○成績評価基準（合計100点）○成績評価基準（合計100点）

【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】

※「学修に取り組む姿勢・意欲」

を含む。

30点30点30点30点 20点 20点 20点 20点 


